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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

・事業者から排出される紙ごみや家庭から排出される生ごみの削
減が進んでいない。

・市町村担当者等を対象とした研修を実施するなど、必要
な技術援助を行う。

822ｇ
H28年度

798g
H30年度

達成状況
の分析

１　1人1日当たりの一般廃棄物排出量については、事業系廃棄物、生活系廃棄物ともに減少し、H30年度実績811ｇで目標値に
は到達しなかったが、5年連続で排出量が全国一少ない都道府県となった。

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

2.2 2.2

1,2571,329

職員数（人）

うち一般財源 1,278 1,271

817g↗
H29年度

成果指標
設定理由

１　県内における一般廃棄物処理の状況を把握するための指標
　　　※しあわせ信州創造プラン2.0：いのちを守り育む県づくり関連目標
　　　※長野県廃棄物処理計画（第４期）の目標値から算出

合計（A) 1,538

総合的に展開する
重点政策

4-5 地球環境への貢献

H29年度

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
・一般廃棄物排出量は概ね順調に減量傾向で推移しており、本県のH26年度以降の「1人1日当たりの一般廃棄物
排出量」は3年連続で少ない方から全国1位となっている。また、一般廃棄物処理のあり方は県民に身近な問題で
あり、県は市町村と連携して対応している。
【目指す姿】
循環型社会の形成を推進するため、市町村等が行う一般廃棄物の減量及び適正な処理を推進する。
成果目標　：　1人1日当たりの一般廃棄物排出量　847g（H25）→ 795g（R2）
【実施内容】
一般廃棄物処理に係る市町村支援事業、一般廃棄物処理施設立入検査事業

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

・１人１日当たりの一般廃棄物排出量は減少しているものの、更
なる削減に取り組むことが必要。

・長野県廃棄物処理計画に基づき、一般廃棄物の減量化を
市町村等とともに進める。

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

junkan@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

課・室

事業番号 06 06 02 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 一般廃棄物適正処理推進事業費
部局 環境部

実施期間 S46

資源循環推進課

1,531

0前年度繰越

予
算
額

現計予算 1,538

1,531

未達成

0
達成状況

 決　算　額（B）

指標及びその達成状況　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

4

1人1日当たり一般
廃棄物排出量

3

2

目標値H30年度 R１年度

811g↗
H30年度

✓ 一般廃棄物処理に係る市町村支援

・市町村新任担当者研修会の開催（H31.4）

・一般廃棄物処理実務セミナーの開催（R元.9）

✓ 令和元年東日本台風により発生した災害廃棄物の処理支援

・関係機関及び他都道府県等との広域的調整

・災害廃棄物処理基本方針（R元.11公表）及び災害廃棄物処理実行計画（R2.1公表）の策定

災害廃棄物仮置場の状況（集積・撤去）
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直接

令和元年度　実施内容（実績）

一般廃棄物処理実務セミナーの開催【１回（塩尻市）】
市町村新任担当者研修会の開催【２回（長野市、塩尻市）】
市町村等への助言

実施
方法

部局事　業　名 一般廃棄物適正処理推進事業費

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 06 06 02 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

環境部 課・室 資源循環推進課

1
1,329 1,257

千円

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

細事業
No.

千円
一般廃棄物適正処理推進事業費

No.

1

細事業を構成する主な取組

一般廃棄物処理に係る市
町村支援事業
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